
 

1 
 

                             

在韓公館選抜 韓国青年オンライン交流プログラムの記録 

 

１．オンライン交流概要 

【目的】テーマ「東日本大震災から 10 年、被災地復興視察」のもと、被災地復興の取組みを学ぶ

とともに、オンライン視察では福島県を訪問し、復興の状況、特産の農水産品の紹介及び地域の

方々との交流を通じて理解を深め、韓国で対外発信することにより福島を含む東日本大震災被災地

の風評被害を払拭することを主目的とする。 

 

【参加者】韓国の大学生及び高校生６９名 

【日程】 

日にち 

訪問地 

内容 参加者の質問・反応（参加者の人数

実績） 

１回目 

1 月 22 日 

福島県、埼

玉県 

【オリエンテーション】 

【オンライン視察】高麗神社  

【テーマ関連講義・意見交換】 

「最近の日韓関係」 

講師：外務省 武田克利 日韓交流室長 

①講義 ②質疑応答 

 

「福島の風評被害払拭」 

講師：福島県出身の JENESYS 事業参加学生 

① 福島の魅力紹介 ②質疑応答 

最近の日韓関係に関する講義

では、「日韓交流のために自身が

どのような貢献ができるか」等、

日韓関係や交流促進に関する質

問が多数あった。 

JENESYS 参加経験のある同世

代の発表者による福島に関する

発表は大変好評で、参加者と活発

な意見交換が行われた。「福島の

地域的特性、震災からの復興と継

承について学ぶことができた」等

の肯定的な感想が多く聞かれた。

（参加者：６９名） 

2 回目 

2 月 5 日 

岩手県、宮

城県、福島

県 

 

【テーマ関連講義・意見交換】 

「東日本大震災復興の足跡を学ぶ」 

① 東日本大震災復興ドキュメンタリー映画 

「一陽来復」鑑賞 

② 講義・質疑応答 

講師：「一陽来復」尹美亜監督 

ゲスト：遠藤伸一氏（出演者） 

 

【テーマ関連視察・交流】 

「福島の風評被害払拭」 

①福島県観光物産館-福島の農水産物紹介- 

質疑応答では非常に活発な意

見交換が行われた。 

「東日本大震災についてよく知

らなかったが、映画や質疑応答を

通して深く知ることができた」、

「東北地方の自然災害克服や福

島の観光商品等、詳細に知ること

ができた」、「福島の放射能に関す

る偏った認識や偏見を打破する

ことができた」等の東日本大震災

被災地への風評被害払拭に大き
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②福島大学キャンパスツアー 

③福島大学学生（JENESYS 事業参加学生）との質疑

応答 

くつながったと思われる感想が

多く聞かれた。（参加者：69 名） 

3 回目 

2 月 19 日 

大 学 生 参

加者対象 

【成果報告会】 

【交流会】 

①日本の同世代との小グループ別での交流会実施 

②意見交換 

総括として本プログラムで得

た成果を 1 人ずつ発表し、参加者

全員で共有した。東日本大震災か

らの復興状況を理解し、福島に対

する認識が一変したという趣旨

の発表が多くあり、プログラムを

通じ参加者たちの風評被害払拭

につながったことが確認できた。 

過去の JENESYS 参加者を中心

とした日本の同世代との交流会

では意見交換を通し、コロナ禍の

生活等について相互理解を深め

た。 

（参加者：49 名+日本人参加

者:14 名） 

4 回目 

2 月 26 日 

高 校 生 参

加者対象 

【成果報告会】 

【交流会】 

①日本の高校生との小グループ別での交流会実施 

②意見交換 

総括として本プログラムで得

た成果を 1 人ずつ発表し、参加者

全員で共有した。プログラムで得

た成果、福島についての情報を

SNS 発信し、周囲の人たちに伝え

る活動を行った等の活動の報告

も多く見られた。 

 過去 JENESYS 参加経験のある

高校生との交流会では、お互いの

国の言語を交えながら意見交換

を行い、相互理解を深めた。 

（参加者：20 名+日本人参加

者:19 名） 
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３．記録写真 

  

2022 年 1 月 22 日【テーマ関連講義・質疑応答】 

「最近の日韓関係」 
2022 年 1 月 22 日【オンライン視察】高麗神社 

 

 

2022 年 1 月 22 日【テーマ関連講義・意見交換】

「福島の風評被害払拭」～福島県出身の学生に

よる福島の魅力紹介及び質疑応答 

2022 年 2 月 5 日【テーマ関連講義・意見交換】

復興ドキュメンタリー映画「一陽来復」尹美亜監

督と出演者遠藤伸一氏との意見交換 

  

2022 年 2 月 5 日【テーマ関連視察】「福島の風評

被害払拭」～オンライン視察（福島県観光物産館

長の福島県特産物紹介） 

2022 年 2 月 5 日【テーマ関連視察】「福島の風評

被害払拭」～オンライン視察（福島大学キャンパ

スツアー及び福島大学学生との質疑応答） 
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2022 年 2 月 19 日【交流・意見交換】日本の同世

代と意見交換 

2022 年 2 月 26 日【交流・意見交換】日本の高校

生と意見交換 

 

４．参加者の感想（抜粋） 

◆ 韓国 大学生 

 オンライン上での訪日プログラムは初めてだったので、期待も大きく、緊張したが、大変楽しく、 

意義深い時間だった。特に、映画「一陽来復」の鑑賞では多くのことを感じた。生き残った人々はど 

のように暮らしているのか。どれほどつらく、悲しいか。私が実際に経験したことではないが、本当 

に心が痛んだ。また、メディアの言葉の一部は、刺激的で誇張されているということがわかった。も 

し、福島に訪問することになれば、今回のプログラムに出演されていた方々に一度お会いしたい。 

今回のプログラムを通じて、今までは少しセンシティブな地域だった福島に対する偏見がほとんど 

なくなり、将来的には福島を訪問してみたいと思うようになった。 

 

◆ 韓国 大学生 

 以前は東日本大震災についてよく知らなかったが、今回のプログラム参加を通じて深く知ること 

ができた。映画「一陽来復」の鑑賞等を通じ、福島について新たに知る機会となった。コロナで感じ 

ることのできなかった日本について、間接的にではあるが感じることができた。私は今まで日本に 

対する関心が低かったが、それは日本について深く知ることができなかったからだと思う。今後も 

日本に関心を持ち、様々な活動を続けていきたい。 

 

◆ 韓国 大学生 

講義やオンライン視察の後に質疑応答の時間があったため、関係者の様々な意見を聞くことがで

きてよかった。また、毎回日本の方々とコミュニケーションを図る時間があり、オンラインではあ

ったが、十分に交流することができたと思う。福島の地域的特性、観光地等、様々な面を学ぶことが

できてよかった。特に、復興と継承についても知ることができたため、少しではあるが、実際に被災

者の気持ちを感じることのできる時間だった。災害と福島について、改めて考える機会となった。

最終日は、日韓の若者が自由に交流できる時間があり、よかった。 
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◆ 韓国 高校生 

普段なかなか触れることのできない地域の特色や現地の魅力などを実際に現地の方々を通してリ

アルに感じることができた。今回のプログラムを通し日本について詳しく知ることができた。震災

の体験のお話が鮮明に記憶に残った。 

 

５．受入れ側の感想（抜粋） 

◆福島県観光物産館関係者 

福島県は原発事故があり、大変な思いをしながら１０年が経過した。ALPS 処理水の海洋放出等の

懸案事項も残っているが、間違った情報や視点の異なる意見があり、苦しんでいる部分も数多くあ

る。確かなことは、地元の福島県民はいたって元気に、日々様々なものを食しながら日常生活を送

っていることである。韓国の学生の皆さんもぜひ福島県を訪問し、本当の福島県の姿を見て感じて

いただければと思う。皆さんのお越しを心よりお待ちしている。 

 

◆福島大学関係者 

韓国の大学生に福島大学の取り組みを紹介できたことは私にとっても有意義な経験となった。 

現在、コロナ禍の影響でお互いに訪問することは難しい状況ではあるが、コロナが終息し韓国の学 

生の皆さんが福島を訪れ本学の学生と交流できる日が早く訪れて欲しいと願っている。 

 

◆尹美亜監督 

東日本大震災から 10 年、映画の公開からも既に 4 年経っているにも関わらず、韓国の学生達が 

真剣に映画を鑑賞してくれたことが大変ありがたかった。学生たちが、被災された方々の痛みを一

緒に感じようとし、自分たちはここから何を学ぶべきで、何ができるのか、と自分のことのように

受け止めてくれたように思う。またオンラインの利点で、石巻市在住の出演者・遠藤伸一さんの話

を直接聞いてもらえたことも貴重な機会となった。 
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６．参加者の対外発信、報道記事等 

 

 

2022 年 1 月 29 日（Blog） 

「東日本大震災・原子力災害伝承館」をつくり、

教育を実施しているそうだ。この施設は、地震

災害を学び、未来世代に伝えていくことを目的

としており、福島ではこのような災害の記憶が

忘れられていくことを未然に防ぐため、様々な

努力を続けている。最後に質疑応答の時間で、

福島出身の大学生の意見を直接聞くことがで

き、有益で興味深い時間だった。今後、私たちも

彼らの努力に関心を持ち続けるとともに、彼ら

から学ぶべき点は多いと思った。 

2022 年 2 月 6 日（Instagram） 

私なりに日本に対する関心は高いと思っていた

が、これまで知らなかったことが本当に多かっ

たのだと気づいた。特に、実際に福島在住の大

学生が直接福島について発表し、福島の魅力を

紹介した時間は、本当に貴重な経験となった。

今回のプログラムでの活動を通じて、福島に対

する認識が肯定的に変化し、私自身も他の韓国

の学生たちにとって同じような役割を果たせれ

ばと強く思った。 
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2022 年 2 月 19 日（Instagram） 

3 週目の「東日本大震災と復興への努力」が最も

印象的だった。（中略）やはり、時間が経っても

日本の大きな傷として残っている福島への認識

について、再考することができた点が大きな成

果だと言える。（中略）隣国として、福島の復興

のために努力する過程を学び、その目標を応援

しなければならない理由もそこにある。そして、

このような過程の中で、個々人の福島に対する

忌避も解消することに期待する。 

2021 年 2 月 19 日（Instagram） 

今まで知らなかった福島の魅力について知るこ

とのできるプログラムだった。正直、以前は放

射能の被害地域としてしか考えていなかった

が、プログラムに参加したことで、福島県内で

も放射の検査を徹底して行い、商品を生産して

いることがわかった。福島の大学生たちは、福

島の魅力を教えてくれたが、彼らは自分たちが

すべきことや勉強を黙々と続けていた。日本へ

の渡航制限が解除されたら、一度は福島に行っ

てみたい。 

 
 

2022 年 3 月 4 日（Korea Youth Press Corps） 

「日韓関係改善の礎となる日韓青年交流:JENES

YS2021」 

事業概要及び意義、福島オンライン視察、同世

代交流をはじめとするプログラム日程の詳細を

参加者が記事投稿し、広く発信した。 

2022 年 3 月 19 日（統一日報） 

「多様な深い交流目指して 韓日の若者に広が

る活動 -被災地復興をオンライン視察」 

被災地復興への理解に資するプログラム内容の

紹介と共に、福島オンライン視察等のプログラ

ム内容に関する発信を行った参加者たちへのイ

ンタビューが紹介された。 
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７．オンラインプログラムの成果発表 

  

参加者の属性別に最終回で成果報告会を実施した。発表された主な内容は以下の通り。 

 -第 1週目の高麗神社視察と外務省の講義を通して日韓交流の過去から現代までを改めて学ぶこ

とができたと同時に、日韓交流の大切さを改めて実感した。 

 -東日本大震災復興ドキュメンタリー映画「一陽来復 Life Goes On」上映後、尹美亜監督が「皆

さんが関心を持ってくれることが大事だ」と仰っていたが、私もこれを機に東日本大震災の被災地

や被災者の方々を応援する気持ちと関心を途切れることなく持ち続け、周りの人たちにもつなげ

ていきたいと思う。 

 -福島に関しては率直なところ否定的なイメージしかなかったが、今回のプログラム に参加し

自分が偏狭な視点しか持っていなかったことを反省した。政治的な問題からは離れ、私たちは人と

して被災者を応援しなくてはいけないと思う。このように 自分の視野を広げてくれたプログラ

ムに感謝したい。  

-大変興味深い経験となった。プログラムのことを Instagram で紹介したところ、日本について

全く関心のなかった友達が関心を示してくれた。福島について関心を持たなければならないと自

分でも福島のことを調べた結果、新たな知識を得ることができた。 

-福島への認識が一変した。福島の農産物の検査体制、安全性を理解することができた。日韓の

若い世代はお互いの文化に関心があることを改めて認識した。福島大学の学生たちが韓国語を学

ぶ姿に感銘を受けた。 

 -福島の今の状況を見て、私たちは心を閉ざしてはいけないと思った。福島には韓国が好きな

方々も多く、美味しそうなものもたくさんある。福島の方々ともお互い心を開いて交流していきた

い。ぜひ福島を実際に訪れたい。 

実施団体名：公益財団法人日韓文化交流基金 


